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ƒqƒ̂ƒX–Ñ•ó•–‚Ö‚Ì H3:ƒR 2•̂—•‚ªƒgƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJƒ•ƒCƒh‚Ì“§—W‹zŽû‚È‚ç‚Ñ‚É
‘ãŽÓ‚É‹y‚Ú‚·‰e.
•‚•D•²’mŽq•AŽÔŽRŠî”Õt{“ŒŠC‘å•EŠJ”­•H•E•¶•̈)

ƒqƒ̂ƒX‚Ì–Ñ•ó•ª••–L—j‚É H:D 2‚ð“Y‰Á‚·‚é‚Æ.•×–E“à‚Å•¶ŽY’~•Ï‚³‚ê‚½ƒg
ƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJƒ•ƒCƒh‚Ì’–’n’†‚Ö‚Ì“§‰ß‚ª‘£•i‚³‚ê‚½ •B–{‹â••‚Å‚Í H3:ƒR 2‚ª
•×–E–Œ‚Ì“§‰ß‚È‚ç‚Ñ‚É”|’n‚©‚ç‚Ì‹zŽû‚É‹y‚Ú‚·‰e‹¿‚É‚Â‚¢‚Ä•q‚×‚é•B

ƒqƒ̂ƒX‚Ì–Ñ•ó•ª (Ag robacterlum rh /z ogenes ATCCl5834 ‰Ò‚Ì•QŽí‚É
‚æ‚è‘±“±}‚ð•A 300 mEŠpƒtƒ‰ƒXƒR‚ÉƒVƒ…•[ƒNƒ••[ƒX 30g !1‚ð“Y‹p‚µ‚½ B
5‰t‘Ì—o’n 100ml “–‚½‚è•V‘N•d O.5g ‚ð̂Ú•A‚µ‚Ä•A 23 "C•ÃA‘±•Æ–¾‰º•e
–̂•ª 1 0 0 ‰ñ“]‚Å•U‚Æ‚¤•é—{‚µ‚½ •B•_”ü 14 “úŒã‚É.’EƒCƒIƒ“•…1O(x‹©’†‚É
–Ñ•óŽø 2g (F W)‚ð“ü‚ê. H202 ‚ðO•A1. 0. 2.5 •A5. 0. 7‚Ó 10. 25 •A50 •A
75. 10 ”°nM‚Ì̃Q”ç‚Å“Y‰Á‚µ‚Ä”|—{‚µ•A EC’l‚Ì•Ï‰»‚̈‚æ‚Ñƒgƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJ
ƒ•ƒCƒh—Ê‚ð‘ª’è‚µ‚½ •B‚Ü‚½•A”|’n‚É 10 ’¬•§‚Ì H2 ’@‚ð“Y‰Á‚µ‚½Œã•A1. 5•A3•A
6•A12 •A24.48 •A72. 120 •A168 •A240 ŽžŠÔŒã‚Ì’–’n’†‚̈‚æ‚Ñ•×–E’†‚Ìƒgƒ•
ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJƒ•ƒCƒh (6s hydtoxyhyoscy am Ine. scopolamlne. 
hyosq Š…m!n e. Uttorine) ‚ð‘ª’è‚µ‚½ •B
”|—{ 14 “úŒã‚É•A’EƒCƒIƒ“•…‚É–Ñ•ó•ª 2g ‚ð“ü‚ê. H202 ‚ðO. 1. 0•A2.5.

5.0 •A7.5 •A10 •A25. 50 •A75. 10 ”’nM‚Ì̃Q“x‚Å“Y‰Á‚µ‚½Œ‹‰Ê.“Y‰Á̃Q“x‚É
Ë̂‘¶‚µ‚Ä ECf ’¼‚ª•ã•̧‚µ‚½ •B•×–E“à‚É•¶ŽY’~•Ï‚³‚ê‚½ƒgƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJƒ•ƒC
ƒh‚Ì•×–EŠO‚Ö‚Ì“§‰ß‚à“̄•D‚Å‚ ‚Á‚½ . 10 mMH2 –ç“Y‰ÁŽž‚Ìƒgƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹
ƒJƒ•ƒCƒh‚Ì•×–EŠO‚Ö‚Ì“§‰ß‚ðŒoŽž“I‚É‘ª’è‚µ‚½Œ‹‰Ê. H202 “Y‰ÁŒã
hyoscyam !n e. s•‡po ”‘m!n e. Uttorlne ‚Ì•×–EŠO‚Ö‚Ì“§‰ß‚ª‘£•i‚³‚ê‚½ •B6
ƒÀhydro xY hyoocyamine ‚Ì̂â•i‚Í‘£•i‚³‚ê‚½‚È‚©‚Á‚½•B“§‰ß‚Í 6-12 Žž
•“_Œ0~0gOÃ•20U0Œ0�0]0n_Œ0o}0€ÞQ…0x0nQ•T8SÎ0LYË0~0Š0��4 x� �~�1�2�(�)�! [ú•“_Œ

‚Ü‚Å‚Í”|’n’†‚É‚Íƒgƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJƒ•ƒCƒh‚Í‚Ù‚Æ‚ñ‚ÇŒŸ•o‚³‚ê‚È‚©‚Á‚½ •B•×
–E“à‚Ìƒgƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJƒ•ƒCƒh‚Í”|’n’†‚Æ‚Í‹t‚Ì–Ÿ“x•Ï‰»‚ðŽ¦‚µ‚½•B‚µ‚©‚µ•A
}0€Þ0K0‰}0€ÞY�0x•�•N0W0_0¢0ë0«0í0¤0É0L�~fB•“0n_Œ0~0g0kQ•T8SÎ0U0Œ0_
Œã. 240 ŽžŠÔŒã‚Ü‚Å 6shydro xY hyoscyamin ”b‚Æ hyoscya ‹¥ ne ‚Í’á‰º‚µ
‘±‚̄•AŠŽ•o dne ‚Æscopo ”‘ mine ‚Ì‰·“x‚Í̂ÛŽ•‚ ‚é‚¢‚Í•ã•̧‚µ‚½Œ‹‰Ê•A 240
ŽžŠÔŒã‚Ìƒgƒ•ƒpƒ“ƒAƒ‹ƒJƒ•ƒCƒh‚Ì‘g•¬”ä E• • ‹ å Œ ¶2–³•̂—•‚Ì•ê•‡‚Æ”äŠr‚µ
‚Ä‘å‚«‚­•Ï“®‚µ‚½•B

S427 

PETIS –@‚ð—p‚¢‚½ƒIƒIƒ€ƒM.ƒCƒl‚Å‚Ì‹à‘®Œ³‘f (52Fe •C
52Mn •C 62Z n)‚Ì‹zŽû•EˆÚ•s•E“]—¬‰ð•Í
†kŽÊus�¹�l ÿ�n�[®kc �-�~�ß�1 ÿ�T	gQ\�_× �1 ÿ�n!•ºfz �2 wó\¡Qx[P�Z ÿ�

’ · – ¾ • F2•C“à“c”Ž 3•C’Ò•~Œ›3•C•¼‹́•M•½ 2•CŠÖ•ª•r–¾ 2•C‹́
–{•ºŽi 2• C • X • q1

(1“Œ‘å‰@•E“‡Šw•¶–½‰ÈŠw. .2 “ú–{Œ́Žq—ÍŒ¤‹†•Š. 3 •l•¼ƒzƒgƒjƒNƒX)

ƒ{ƒWƒgƒ•ƒ“ŠjŽí. 52Fe. 52Mn. 62Z n‚ÌƒIƒIƒ€ƒM.ƒCƒl‘Ì“à‚É
‚̈ ‚̄ ‚é‹zŽû•ÊÚ•s•E“]—¬‚ð PETIS(positron emitting tra “c r
imaging system) –@‚Å‰ÂŽ‹“I‚©‚ÂŒoŽž“I‚É‘ª’è‚µ‚½
‡@52C r( ƒ¿.4 n) 52Fe ‚É‚æ‚è•¶•¬‚µ‚½ 52Fe ‚ðƒ€ƒMƒlŽ_‚ÆƒLƒŒ•[ƒg
‚³‚¹•CƒIƒIƒ€ƒM•ª‚©‚ç‹zŽû‚³‚¹‚½ 52Fe ‚Í•ª‚Æ—t‚Ì•t‚̄ •ª•”
•ª‚Å‚ ‚é discrimination center (d.c.) ‚Ö15 •ª‚Å“ž’B‚µ•C‚»‚Ì
Œã•Å•V’z•C•Å‘å“WŠJ‹Æ‚Ö‚ÆˆÚ•s‚µ‚½.“SŒ‡–R•̂ —•‚É‚æ‚è•C’n
•ã•”‚Ö‚Ì̂Ú•s—Ê‚Í“„‰Á‚µ‚½‚ª. 1. 5”{’ö“x‚Å‚ ‚Á‚½.‡A 52Mn

‚ÍƒIƒIƒ€ƒM‚Ì d.c. ‚Ö40 •ª‚Å“ž’B‚µ•Cƒ}ƒ“ƒKƒ“Œ‡–R•̂—•‚É‚æ‚è
•Å•V–ò. d.c. ‚Ö‚Ì’~•Ï‚Í•”~•\”{‚É‘Œ‰Á‚µ‚½.‡BƒCƒl‚Å‚Ì
62Z n ‚ð—p‚¢‚½‹zŽûŽÀŒ±‚Å‚Í . d.c. ‚É‚Í‹zŽûŠJŽnŒã 40 •ª‚Å“ž’B
‚µ‚½.̂Ÿ‰”Œ‡–R•̂—•‚Å d.c. ‚Ö‚Ì̂Ú•s‚Í 10 ”{̂È•ã‚É‘•‰Á‚µ‚½.
‚Ü‚½•ĈŸ‰”Œ‡–R‚Ì—t‚Å‚Ì 62Z n‚Ì̂ Ú•s‚Í’P’²‚É‘U‰Á‚·‚é‚Ì‚Å‚Í
0j0Oÿ�NÖ0g0o‰‹0‰0Œ0j0K0c0_lâRÕ0Ñ0¿0ü0ó0’y:0W0_ " 3Ží‚Ì
Œ³‘f‚Æ‚à d.c. ‚Ö‚Ì̂Ú•s‚Í 15 0- •…‚Ì̂ Ú•s(1 -2 •ª)‚É”ä‚×‚Ä•[
Œ…ˆÈ•ã‚̈ ‚»‚¢.‚»‚ê‚ª”÷—Ê—v‘f‚½‚é•ŠˆÈ‚©‚à‚µ‚ê‚È‚¢ . Ã̂•̂
—••CƒAƒvƒVƒWƒ“Ž_•̂ —••C‚»‚Ì‘¼‚Ì—v‘fŒ‡–R•̂ —•‚Ì‰e‹¿‚ÌŒ‹‰Ê
‚à•ñ••‚·‚é .
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“ºƒCƒIƒ“‚É‚æ‚éƒtƒBƒgƒPƒ‰ƒ`ƒ“•‡•¬‚Æ Cd ‘Ï•«‚Ì—Õ•‘‘@•D
•ô‚æ”Õ‰v•CŽ›‰ª—¢—\•CˆÉ“¡•ËŽq•CŒ­ŽR•ƒ•C•D”ö•E”Í

(—Ê”̂ ‘å•E—••E•¶’n)

ƒgƒ}ƒgŒœ‘÷” —{•×–E‚ÍCd ‘Ï•«‚ðŽ•‚¿ 200-1000 ƒÊM 
‚Æ‚¢‚¤•‚̃ Q“x‚Å‚à•¬’·‰Â”\‚Å‚ ‚é.‚Æ‚±‚ë‚ª•A Cul ‚±‚ÍŽã
‚­•A’Ê•í 50-100ƒÊM ˆÈ•ã‚Ì“å“x‚Å–w‚Ç•¬’·‚Å‚«‚È‚¢.
‚±‚ÌŒ­‚¢‚Í’u‹à‘®Œ‹•‡ƒyƒvƒ`ƒh‚Å‚ ‚éƒtƒBƒgƒPƒ‰ƒ`ƒ“
(PC) ‚Ì•‡•¬‚ÆŠÖŒW‚ª‚ ‚é‚Æ‰¶‚í‚ê‚é.–{Œ¤‹†‚Íƒgƒ}ƒg

•×–E‚Ì PC•‡•¬‚Æ Cd ‘Ï•«‚É‘Î‚·‚é Cu ‚Ì‰e‹¿‚ð’²‚×‚½.
È̂‘O•ñ••‚µ‚½•D‚É•A ƒgƒ}ƒg•×–E‚Í Cd ‘¶•Ý‰º‚ÅPC‚ð‘½

—Ê‚É•‡•¬‚µ•e Cu ‘¶•Ý‰º‚Å‚Í‘S‚­•‡•¬‚µ‚È‚©‚Á‚½.‚±‚Ì‚½
‚ß•A 50-100 •B Cu ”‘’n‚Å•”ƒJŒŽŒp‘ãŽw‰‡‚µ‚Å‚à Cu ‘Ï
•«‚Í–w‚Ç‘•‰Á‚µ‚È‚©‚Á‚½.‹t‚É•A‚»‚Ì•×–E‚Ì Cd ‘Ï•«‚Í–ì
•¶‰Ò‚æ‚è’á‰º‚µ‚Ä‚¢‚½.‚Ü‚½•A 100-400ƒÊMI ‚±•‡‰ž‚µ•A
‚©‚Â PC‚ð‘½—Ê‚É•¶ŽY‰Â”\‚É‚È‚Á‚½•×–E‚Å‚à•A Cd “Y‰Á‚Ì
—L–³‚É•S‚ç‚̧•A Cu ‘Ï•« l‚Ü–ì•¶—û‚ÆŠÔ’ö“x‚¾‚Á‚½.‚±‚ê‚ç
•×–E’†‚Ì PCƒyƒvƒ`ƒh‚Ì“å“x‚ª Cu ƒCƒIƒ“‚Ì‘¶•Ý‚É‚æ‚Á‚Ä
Œ¸•­‚µ‚Ä‚¢‚é‚±‚Æ‚ª”»–¾‚µ‚½.‚»‚±‚Å•A•×–E‚©‚ç’„•o‚µ
‚½•†•W’`”’Ž¿‚Ì PC•‡•¬•y•õŠˆ•«‚É‘Î‚·‚é Cu ‚Ì•ì—p‚ð•·
ƒy‚½Œ‹‰Ê•A–{•†•õŠˆ•«‚ð‹­‚­‘j•±‚·‚é‚±‚Æ‚ª‚í‚©‚Á‚½.
Cd ‚Í‹t‚É‚»‚ÌŠˆ•«‚ð•””{‚É•‚‚ß‚Ä‚¢‚½.

ˆÈ•ã‚ÌŒ‹‰Ê‚©‚ç Cu ‚Í Cd ‚Æ–•‘̂ “I‚É“­‚­ PC•‡•¬•†”Z‚Ì
‘j•±•Ü‚Å‚ ‚è•A‚»‚ê‚É‚æ‚Á‚Ä Cd ‘Ï•«‚ðŒ¸•­‚³‚¹‚é‚±‚Æ‚ª
”»–¾‚µ‚½.

S429 

ƒAƒ‹ƒ~ƒjƒEƒ€(AI) ‘ Ï •«ƒ^ƒoƒR•×–EŠ”ALT301 ‚É‚¨
‚¯ ‚é•RŽ_‰»•¨Ž¿‚Ì ‘•‰Á:ƒAƒ‹ƒ~ƒjƒEƒ€‘Ï•«‹@•É‚Ì‰Â
” \ •«
Saddikuti RAMA DEV1123 Ž R – { — m Ž q • ¼ – { ‰ p – ¾ '
c‰ªŽR‘åŽ‘•¶Œ¤•C 2BRAIN) 

ƒAƒ‹ƒ~ƒjƒEƒ€(AI) ‘ Ï •«ƒ^ƒoƒR•×–EŠ”ALT301 ‚Í•A
• e Š ”(SL) ‚É”äŠr‚µ‚Ä•AƒJƒ‹ƒVƒEƒ€—n‰t’†‚Å‚ ÌAI •ˆ
— • ‚ ð • s ‚ È ‚ Á ‚ ½ Œ ã ‚ à • ‚ ‚ ¢ ‘ • • B ” \ ‚ ð ˆ Û Ž • ‚ µ ‚ Ä ‚ ¢ ‚ é • B
ALT301 ‚É‚¨‚¯‚é AI ‘Ï•«‹@•\‚ð–¾‚ç‚©‚É‚·‚é‚±‚Æ‚ð
–Ú“I‚Æ‚µ‚Ä•A“Á‚ÉŒ´Œ`Ž¿–Œ‘¹••‹y‚Ð'Ž‰Ž¿‰ßŽ_‰»‚É‚Â
‚¢‚Ä•eŠ”‚Æ”äŠrŒŸ“¢‚·‚é‚Æ‚Æ‚à‚É•A•RŽ_‰»•¨Ž¿‚É‚Â
‚¢‚Ä‚àŒŸ“¢‚µ‚½•B•eŠ”‚Å‚Í•A AI •ˆ—•Œã‚Ì‘••BŠúŠÔ’†
‚ÉŒ´Œ`Ž¿–Œ‘¹••‚ÆŽ‰Ž¿‰ßŽ_‰»‚ª‘•‰Á‚·‚é‚ª•AALT301
‚Å‚Í‚»‚Ì’ö“x‚ª’á‚©‚Á‚½•B ALT301 ‚Í•A’Ê•í‚Ì ‘••B
•ðŒ•‚É‚¨‚¢‚Ä•A•eŠ”‚æ‚è‚à•‚‚¢ƒAƒXƒRƒ‹ƒrƒ“Ž_(ASA)
ŠÜ—Ê‚ÆƒOƒ‹ƒ^ƒ`ƒIƒ“(GSH) ŠÜ—Ê‚ðŽ¦‚µ‚½•B—¼Š”‚É‚¨
‚¢‚Ä AI •ˆ—•ŠúŠÔ’†‚ÌASA ‚È‚ç‚Ñ‚É GSH ŠÜ—Ê‚Ì•Ï
“®‚Í‚Ý‚ç‚ê‚È‚¢‚ª•A AI •ˆ—•Œã‚Ì‘••BŠúŠÔ‚É‚¨‚¢‚Ä•A
•eŠ” ‚ Ì GSH ŠÜ—Ê‚Í1/10 ‚É’á‰º‚µ‚½‚ª•A ALT301 Š”
‚Í 1/2 ‚É’á‰º‚µ‚½‚Ì‚Ý‚Å‚ ‚Á‚½•BˆÈ•ã‚ÌŒ‹‰Ê‚æ‚è•A
ALT301 ‚Ì AI ‘Ï•«‚Í•A ASA ‚â GSH ŠÜ—Ê‚Ì‘•‰Á‚É‚æ
‚è AI •ˆ—•Œã‚Ì ‘ ••B‚É”º ‚¤Ž‰Ž¿‰ßŽ_‰»‚âŒ´Œ`Ž¿–Œ‘¹
••‚ð—}•§‚·‚é‚±‚Æ‚É‚æ‚é‰Â”\•«‚ª•l‚¦‚ç‚ê‚é•B



S430 

タバコ培養細胞におけるアルミニウムによって誘導され

るミトコンドリアの障害について

企益血鑑王、山本洋子、松本英明(岡山大、資生研)

アルミニウム(A])は植物根の生育を阻害するが、その毒

性機構については不明である。我々は、タバコ培養細胞を

用いてAl毒性におけるミトコンドリアの関わりについて

検討した。タバコ細胞のAl処理をカルシウム溶液中で行

うと、Al:添加後、細胞へのAl集積が直ちに見られ、 9-

12時間経過した後に、カロース (13-1，3・グルカン)の分泌や

増殖能の低下がみられた。細胞内のミトコンドリア活性の

指標として、MTI'還元能並びにATP含量を用いて検討し

た。異なる濃度のAlを用いた 24時間処理後のMTI'還元

能ならびにATP含量は、Al濃度に依存して低下し、増殖

能低下のAl濃度依存性とも一致した。さらに、経時変化

をコントロール細胞とAl処理細胞で比較すると、Alによ

るMTI'還元能の抑制はAl処理開始後 3時間目から、ま

た、 ATP含量の低下は 15時間目以降にみられた。

以上の結果から細胞内に集積したAlは、細胞内ミトコ

ンドリアの機能を抑制し、カロース分泌や増殖能の低下を

引き起こしている可能性が示唆された。

S431 

タバコ培養細胞におけるアルミニウムによるミトコ

ンドリア障害に対する抗酸化剤による抑制効果

山杢差圭、小林由樹子、力石早苗、松本英明(岡山

大・資生研)

タバコ細胞(SL株)のAI処理をカルシウム溶液中で

行うと、 AIが細胞に集積し増殖能の低下がみられる。

増殖能の低下の原因を明らかにすることを目的に、

AI処理期間中のミ卜コンドリア活性について検討し

た結果、 MTT還元能の低下とATP含量の低下(小林

ら、本大会で発表)に加え、ミトコンドリアの膜電

位に依存するRhodamine123の取り込みの低下も

みられた。さらに、蛍光プロープ(DCFt-VDA)を用

いることによりAI処理に伴う細胞内過酸化水素の湘

加が示唆された。そこで、抗酸化剤によるAI毒性の

抑制効果について検討したところ、 Butylated 

hydroxyani 501 e (BHA)は、 AIによる増殖能の低下、

ミトコンドリア機能障害、過酸化水素の増加を抑制

した。従って、 AIはミトコンドリアの機能障害と共

に活性酸素ストレスを誘発し増殖能の低下を引き起

こしている可能性が示唆された。
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電気的活動を指標とした幹一枝、枝一枝聞の生理的

相関、および、光周性の解析

虫盤盤、依田清胤、鈴木均(石巻専修大・理工、

理研・フォトダイナミクス)

ベンケイソウ科木本 (Crassu.よ9portuJacea L.) 

の幹、および、 3本の枝表面に、双極電極を取り付

け、 3ヶ月の問、 3秒間隔で連続的に電位を軒測し
た。その結果、全ての部位で24時間の周期的な電

位変動が記録された。その周期の、幹一枝、ある

いは、枝一枝問での相関は、数日にわたって同期

したあと、脱同期することが認められた。この点

を全ての幹、枝の組み合わせについて、一日ごと

の相関係数を並べ、二次元表示したところ、つぎ

のことが分かった。1)幹と特定の枝との聞での

相聞は数日周期で、同期一脱同期を繰り返す。 2)

幹と特定の枝が同期しているとき、幹と他の枝は

脱同期している。 3)同期している状態から徐々

に位相のずれが起き、その後脱同期にいたる。 こ

れらの現象は幹、および、枝内部の生理的相関の

様子を示していると考えている。そこで、この点

について時間的な変化を明確に示すために、

Wavelet解析を実施した。

S433 

クロレラの窒素化合物取り込みの青色光制御
神谷明男(帝京大・薬)

青色光により誘導される現象の光受容体は、 DNA
photolyase. Cryptochrome. NPHlなど知られている。
クロレラでは、原形質膜結合の120Kdと34Kdタンパ
クのリン酸化反応が青色光で誘導される。この現象
は Proteinkinaseの阻害剤 Staurosporineで阻害
される。クロレラの青色光で誘導されるデンプン分
解 ・呼吸促進、硝酸取り込み・培地の酸性化現象は
Staurosporineで阻害されることを以前報告した。
一方、クロレラの硝酸還元酵素(補酵素中に FADを
含む)は青色光により活性化される。同じ細胞のア
ンモニア取り込みは逆に青色光により阻害される。
この点を以下のように解析した。アンモニアをアミ
ノ酸に固定するグルタミン合成酵素をメチオニンサ
ルフォキシミンで間害する(細胞内でのアンモニア
蓄積が認められる)と外部からのアンモニア取り込
みは阻害される。クロレラをアンモニアで培養する
と硝酸還元酵素のない細胞が得られる。この細胞は
アンモニア取り込みに対する青色光阻害を示さない。
これらの結果から、クロレラの青色光によるアンモ
ニア取り込み阻害は硝酸還元酵素がその光受容体と
考えられる。またクロレラのアミノ酸の取り込みも
青色光により制御される。今回その光受容体につい
ても議論する。



S434 

トウモロコシにおける光制御性リボヌクレアーゼ
(RNase)の同定
墨盆宣ニl、泉井桂12 (1京都大・院・農、 2京都大・
院・生命科学)

トウモロコシにおいてホスホエノールピルビン酸

カルポキシラーゼの遺伝子 (PpclA)は黄化葉に光
を照射して緑化する過程で、光に誘導されて発現す

る。また、明暗周期のもとで生育するトウモロコシ

葉においては、明期にのみmRNA蓄積が見られ、
暗期にはほとんど蓄積が見られない。このPpclAと
光誘導性遺伝子として知られるCabの発現調節機構
に、転写段階の調節と同時にmRNAの安定性の調
節が関与している可能性を発表者らは以前に見出し
た[PlantCell Physiol. 40(4): 423-430 (1999)J。本
研究においては光誘導性遺伝子の転写後のmRNA
安定性調節に関わるRNaseの同定を目指し、明暗各
条件下での、 RNase活性をRNaseactivity gelアッ
セイを用いて調べた。まずトウモロコシ総タンパク
質中より少なくとも8種のRNaseを10kDaから45
kDaのサイズで検出し、光の有無、黄化葉の緑化に
より活性の変動するRNase分子種が数種類存在して
いる事を見出した。また、総タンパク質をゲル浦過

により分離した後、 RNaseactivity gelアッセイを
行い、ある種のRNaseが他の分子と相互作用してい
る可能性を見出した。

S435 

孔辺細胞プロトプラストの青色光依存プロトンポンプ活性と

zeaxanthin含量

ヰ韮道生，島崎研一郎 1(九州大・大教センター九州大・理・

生物)

気孔関口は青色光やUV-Aにより引き起こされ、これらの

光は孔辺細胞中の青色光受容体により吸収される.又，この反

応は赤色光が存在すると促進されることが知られている.そこ

で，ソラマメ孔辺細胞プロトプラスト (GCP)を材料としてプ

ロトンポンプ活性化における赤色光の関与について又、青色光

受容色素として提唱されている zeaxanthlnが機能する可能性

について検討したo GCPのプロトンポンプ活性は青色光や

UV-Aの光強度に対してぬrperbolicに依存し，同時に赤色光

が存在すると青色光に対する感受性の増加と最大活性の期大

が見られた.この赤色光による促進は光合成電子伝達阻害剤に

より抑制された.これらの結果は光合成によるプロトンポンプ

へのATPの供給と赤色光照射による光受容体の増加を示唆す

る.また赤色光照射により zeaxanthln含.は働日し，光合成

電子伝達阻害剤存在下ではこの糟加は抑制された.以上の結果

に基づいて気孔の青色光受容色素について議論する.
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S436 

イネのPHOT相同遺伝子、 OsNPHlaとOsNPHlbは、光に
よって異なる発現併j御を受けている。

鐘ケ江弘美、FedericaSAVA沼町I、M.TAHIRl、鐘ケ江健2、
和田正三2、直壁豊富犠業生物資糠研宛努・分子遺伝部、 1生物

系特定産業ぜ術研究推進機構、 2東京都立大学・理学研究科)

PHOT遺伝子群は、植物において光屈性に関与する青色う俊
容体をコードしている。私たちはこれまでに、イネから2種類

のPHOT相同遺伝子 (OsNPHlaとOsNPHlb)を単離して
解析を進めてきた。これら2種類の遺伝子産物は、全体で54%、

PH仰に特徴的なωIVl，LOV2， PK ドメインでは70~85%の

高い相向性を示した。また、 OsNPHlaはシロイヌナズナの

PHOTlと、 OsNPHlbはPH0T2と類似していた。
黄化芽生えにおける組織別の発現を調べると、 OsNPHla 
が子葉鞘で多量に発現しているのに対して OSNPHlbは業に
おける発現の方が高かった。黄化芽生えを暗所から明所に移す

と、子葉鞘に多量に存在していた OsNPHlaは急速に減少し

た。一方、葉における OsNPHlbの発現量は徐々に増加した。
これらの結果は、 OsNPHlaとOsNPHlbが、イネの黄化芽

生えの子葉鞘と葉でそれぞれ持徴的な発現を示し、さらにそれ

らの転写産物は光によって異なる発現前脚を受けていることを

示している。

S437 
フィトクロムphyAによるトマト種子発芽の抑制

主筆王逮王， 片図利也 田中修 橋本徹2 神戸大・
理・生物甲南大・理・生物 2神戸女子大・家政)

光は種子発芽を促進する場合と臨書する場合がある。逮赤

色光(F町の連続照射による、種子発芽阻害の光受容体は、

phyA'であることを、トマトのフィトクロム欠損突然変異体を

用いて明らかにした。フィトクロム反応を増幅する突然変具

体hp・1Wと、 phyA欠損二重突然変異体hp・1W，frit、及び

phyB1欠鍋二軍突然変異体hp・1W，tritを用い、次の結果を

得た。 1)これらの種子を暗黒で吸水させると発芽した。 2)

暗黒吸水1-3時間目のFRパルス照射で発芽は抑制された
が、その後赤色光(R)パルスを与えると再び発芽した。 3)こ

のRIFR可逆性は、いずれの突然変異体でも露められたこと
から、 phyAとphyB1がこの反応に不可欠であるとは考えら

れない。 4)暗黙吸水18時間目以後のFRパルスは発芽を抑制
で8なかった。これはPfr作用が、 FRの打消しからエスケー
プした為と考えられる。 5)その場合でも、連続FR照射では
発芽が抑制された (High-i r r剖iance反応)。この発芽阻害

は、 hp-1 Wとhp・1w， tr iげでは認められたが、 hp・1w，frit 

では全くaめられなかった。よって、トマトの発芽過程は、
Low Fluence反応により制御される初期とHigh-irradiance

反応の制御lを受ける後期に分けられ、後者の光受容体はphyA

であることが示された。



S438 

S439 

エンドウ SCR遺伝子の組織特異的発現とプロモー

ター解析
佐々秦舗養 1、松下保彦z、丹生谷博z、中村輝子 1

c日本女子大・理、 z東京農工大・遺伝子)

高等植物の地上部の重力応答に関する遺伝的情

報を蓄積することを目的に、シロイヌナズナにお

いて重力感受部位である内皮の分化に関与するこ

とが報告されている SCARECROW (SCめホモログ

をエンドウ地上部のcD仙ライブラリーから単離し
た.
in situハイプリダイゼーションによって、エ
ンドウ SCRが茎では茎頂分裂組織および葉原基で

高く発現し、根では内皮と考えられる細胞層のみ

で発現していることを確認した.

さらにゲノム DNAからプロモーター領場ををク

ローニングした.SCRの内皮特異的発現に関わる

配列の解析を、 SCRプロモーター領域を GFPにつ

ないだものをアグロパクテリウムによってエンド

ウ茎切片に感染させ、得られた毛状根を観察する

ことで行なっている.
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S440 

アラピドプシスの光ストレスによる転写制御

杢並進霊ζ1・1吉積毅真鍋勝司2 松井南
山本義治 1e理化学研究所ゲノム科学総合
研究センター 2横浜市立大学総合理学研究科)

植物への強光照射は，葉緑体並びに細胞質に

おけるストレス防御機構として転写制御を含む

様々な反応を引き起こす。この光ストレスに

よる転写制御の分子機構を解析するため，

本研究ではルシフエラーゼレポーターを用いて，

強光ストレスに対する転写応答をinvivoで

モニタリングするシステムを構築した。

本システムを用いて強光シグナル伝達系の解析

を行った。

S441 

アズキとレタスの細胞の成長に対する植物ホルモンと

疑似微小重力の影.

dこ主L..g， 井上雅裕， 保尊隆享1 (愛媛大・理・
生地大阪市大・理・生物}

明所で生育したアズキとレタスの芽生えを用いて、茎の

細胞の成長に対する疑似微小重力 (1Dクリノスタット)

と植物ホノレモンの影響を調べた。その結果、 24'""'72時

間クリノスタット上で生育させたアズキの芽生えは伸長

成長が限害され、茎の肥大成長が促進されていた。この疑
似微小重力条件下でのアズキの伸長成長の限害はジベレ

リンを根から与えることにより回復した。また、疑似微小

重力条件下の茎の肥大成長もエチレン限害剤 (AOA)に

よって阻害されることが明らかになった。これらの結果は、

疑似微小重力によって生じるアズキの芽生えの伸長成長

と肥大成長の変化にはジベレリンとエチレンが関係して

いることを示している。

また疑似微小重力条件下で生育させたレタスについて
も、第一葉と下座輸において同様なジベレリンによる伸長

成長の回復が観察された。しかし、レタスの芽生えを密閉

した容器に入れて生育させた場合、ジベレリンによる伸長

成長の回復はあまり見られなかった。これは蒸散流がジベ

レリンによる伸長成長の回復に必要であるからと思われ

る。



S442 

BADH遺伝子が CMO形質転換タバコのベタイン合成
能に及ぼす影響
西村哲、小池あゆみ、竹内由枝、山中陽子、近藤 聡

(トヨタ自動車・バイオラボ)

我々は、耐塩性を有するシロザ(ChenopodiumAlbum 
L.)のベタイン合成機能に着目し、シロザのペタイン合成
能付与のキー酵素である 2遺伝子ーコリンモノオキシゲ
ナーゼ (CMO)遺伝子、ペタインアルデヒドデヒドロゲ
ナーゼ (BADH)遺伝子ーについて研究を行ってきた。
これまでに、シロザCMOに葉緑体移行ペプチドを付
与した形質転換タバコが、コリン存在下でベタインを蓄
積できることがわかっている。このことは、タバコが内
在の BADH活性を有していることを示している。しか
し、シロザCMO形質転換タバコでは、コリン 10mMを
供給した寒天培地でのペタイン蓄積が2μmoVgFWと、
低いことが問題としてあがっていた。そこで、シロザ
BADHがシロザCMO形質転換タバコのペタイン合成能
を向上させ得るかについての評価を実施した。
その結果、 CMO形質転換タバコにおいて葉緑体移行
ペプチドを付与したBADHを発現させることによって、
8μmoVgFWのペタイン蓄積が可能であることがわかっ
た。この蓄積量は、通常条件下での耐塩性植物シロザベ
タイン蓄積の半量相当であるが、 CMOとBADHを同時
に強発現させることによってさらにペタイン蓄積能を高
められることが明らかとなった。
今後、ベタインの局在、発現量の制御を行うことによ
ってさらに蓄積量を向上させ得ると期待される。

S443 

抗マングリン抗体を用いたマングリンタンパク質の検出

車車主主、山田晃世、三村徹郎1、小関良宏

(農工大・工・生命、 1奈良女子大・理・生物)

当研究室ではマングロープ植物の耐塩性に関与する遺伝

子の探索とその応用に関する研究を進めている。その結

果、ヒルギ科のマングロープ (BruguierasexanguJa)のcDNA

ライブラリーから大腸菌、酵母、タバコ培養細胞の耐塩性

を強化する機能を有する新規タンパク質をコードすると考

えられる cDNAの単離に成功した。我々は、このタンパク

質を「マングリンjと命名した。B.sexanguJaの懸濁培養細

胞におけるマングリン mRNA量は、 NaClやソルピトールを

添加した場合、急激に増加することが既に明らかになって

おり、このことから、マングリンは、マングロープが NaCl

等のストレス環境下で生育するための重大な役割を担って

いるものと考えられた。しかしながら、実際にマングリン

タンパク質の量が上記のストレスに応答して増大している

か?については全く明らかになっていない。そこで、本研

究では、大腸菌のタンパク質発現系を利用してマングリン

タンパク質を生産させ、これを用いてウサギより抗マング

リン抗体の作成を行った。さらに、ここで得られた抗体を

用いて、様々なストレス環境下でのマングロープ培養細胞

の生育とマングリンタンパク質の含量の関係を調べた。
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S444 

ラン藻Synechococcussp. PCC 7942の転写因子SmtB
の塩基配列認識機構の解析
蓋盤差組、三浦晃、森田勇人、林秀則(愛媛大院・理
工・物質理)

ラン藻Synechococcussp ~ PCC 7942の転写因子
SmtBは、メタロチオネイン様タンパク質SmtAをコー
ドするsm凶遺伝子の転写を抑制するリプレッサーであ
ると同時に、細胞内で亜鉛イオン等の重金属イオン濃度
のセンサーとしても機能する。 SmtBが亜鉛イオンと結
合すると、オベレーター/プロモーター領域に対する親
和性を失い、 smtA遺伝子の転写が誘導される。 SmtBの
認識塩基配列は、自己相補的配列を形成しており、それ
らは6塩基から成るリンカーにより結ぼれている。また
このような配列は、 smtA遺伝子のオペレーター/プロモ
ーター領域に2箇所(Bbsl、Bbs2)存在している。このよ
うな配列が2簡所に存在する理由を解明する目的で、 2箇
所の認識配列、 BbslとBbs2に対するSmtBの親和性お
よび形成されるタンパク質・DNA複合体の構造の相違を
ゲルシフト法によって解析した。その結果、 Bbslと
Bbs2では、 SmtBと形成されるタンパク質-DNA複合体
の種類に相違がみられ、この相違には自己相補的配列中
のリンカー配列の相違と、直列反復配列の有無が関与し
ていることを明らかにした。現在、点変異を導入した
SmtBを用いた場合のBbsl、Bbs2中の認識塩基配列に
対する親和性やタンパク質-DNA複合体形成能の変化に
ついての解析を行うことで、それぞれのタンパク質.
DNA複合体の形成に重要なアミノ酸の同定を進めてい
る。

S445 

シロイヌナズナ耐塩性弾犯変異体凶における高Na羽出欄脅

』盛監怪，/J¥f.本京子.栂恨一夫'，*下f蝦1]2，島崎研-aB2，IJ叫橋
和俗岡県大続・生活悩軒ヰ学現基生研丸州大院・理・生物

シロイヌナズナを用い.耐海性光合成生育突然変異体 pst

(且hotoautotrophicialt tolerance)を2系統得た (PlantCeJl， 

11， 1195・1206，1999).これらのうち.耐塩機材障が未解析の pst2

について.その繊制障を解明した.Na'放出を 22Na'により.植物体

内へのr取り込みを Rb"こよh人混憶した.200mM NaCI含有
織地において，pst2におけるNa'の植物体外への排出'1，野生体の
それよりも有意に高かった.また，pst2のこの能力は， NaCI短躍

に係わらず.恒常的に検出された.一方，脱共役剣CCCPの培地へ

の澗日およ抗告地のpHを上昇させる実験により，pst2の耐塩性が

野生体と向程度まで弱くなることかE膿された.以上のことより.
pst2においては.細制 NaCIi.湿度カ惜し喝合も， H'をサイトゾ

ルから放出して細蛾を介したH'勾配を形成し， NぶIH'.アンチポ
ーターにより， Na・が排出されるという機備が想定された.細胞内

H'il度制丘下'1，細胞膜H'.ATPase，液胞膜H'.ATPase，およ
ひ鴻抱腹HヘPPaseの関与が考えられる.pst2の耐塩伎は鉱続的
で， 200mM NaCI 存在下で開Eまで可能であることから，細胞
膜げ.ATPaseの関与が最も有力であると考えた.ウエスタンプロ

ット法により.根における細包膜H'.ATPaseの含量を此殺したと

ころ，pst2と野生体との聞に.有意な差'1見出せなかった.したが

って， f也別鮒調について検討を加えた.



S446 

植物、動物、バクテリアのNa+圧王+アンチポーターと相

同性の高い伽3即hα加 tisPCC 6803のNa+周+アンチボ

ーターの分子的性質

直且皇、日比野隆1、石川浩1、中村辰之介2、

Rungaroon Waditee、高傍昭洋{名城大・総合研、 1

名城大・理工・化学、 2千葉大・薬・膜機能)

植物が高塩濃度下でも生育するためには、 Na+の細胞

外への汲み出し、または液胞への蓄積が重要である.

Na+周+アンチポーターはこれらに関与する重要な蛋由

貿と考えられている.ごく最近、液胞膜のアンチボー

ター(AtNHX1)に引き続き、細胞質膜のアンチポーター

と思われる遺伝子(sosl)が単離されたo Synechocystis 

PCC 6803には、少なくとも5種類のNa+周+アンチポー

ター遺伝子が存在するが、我々は、その中に植物、動

物、バクテリアのものと相向性の高いものが存在する

(Synnhaめことを見い出したo SynNhaPは大腸菌の欠損

株を相補して、 0.2MNaClでも生育したo SynNhaPは

Na+周+及びLi+圧王+の交換活性をもち、しかもその活

性は、 pH5-9の広い範囲で高い値を示したo SynNhaP 
のAsp138をGluあるいはTyrに変換するとアンチポータ

ー活性は消失した.これらの結巣とともにSynNhaPの

トポロジーモデルについても報告する.

S447 

cDNA-AFLP法によるダイズのイオンストレスおよび浸透ス
トレス応答性遺伝子の単離

盤豊重皐，水野幸一，藤村達人(筑波大・農工系)

植物における塩ストレスの影響は、「イオンストレス」と
「浸透ストレス」に分けられる。植物の耐塩性機構を解明す

るためには、まずこの2つを分離することが必要であると考
え、以下の実験を行った。 NaCI処理(イオン+浸透ストレ
ス)あるいはPEG処理(浸透ストレス)を 24時間施したダ

イズ (Gかcinemax (L.) M即'.)からストレス応答性遺伝子を
別々に単離することで、これら二つの影響を分離・解析する
ことを試みた。遺伝子単隊法としてcDNA-AFLP法を採用し、
より解像度の高い解析を目指して若干の改良を行った。
cDNA-AFLP法によって、ダイズから最終的に 143個のcDNA

断片を単離し、 Qlycinemax皇国ss・丞esponsivegenes (GSRs) 
と名付けた。塩基配列を決定し、相向性検索を行った結果、
約 60%が既知の遺伝子と相向性を示した。それらは、推測
される機能から、イオン給送、炭水化物代謝、アミノ酸代謝、
シグナル伝達系、酸化還元酵素、二次代謝、病害・傷害応答、
プロテアーゼ類、ストレス応答、老化、ヒストンおよびその
他の 12グループに大別できた。 GSRの分布状況から、ダイ

ズではイオンストレス応答と浸透ストレス応答に関与する
遺伝子がほぼ同数であるという結果を得た。このことは、塩
ストレス下のダイズにおいて、浸透ストレスと同等か、もし
くはそれ以上にイオンストレスの影響が大きいことを示し
ている。
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S448 

耐塩性ラン藻(Aphanothece halophytica)のNa+/H+

アンチポーター遺伝子と塩ストレス防御

Rumzaroon Waditee、日比野隆l、田中義人1、演田

玲、中村辰之介2、Aran Incharoensakdi3、直盤回

遊2(名城大・総合研、 1名城大・理工・化学、 2千

葉大・薬・膜機能、 3チュラロンコン大・理・生

化)

A. halophyticaは3MのNaCI存在下でも生育可能
なユニークなラン藻である。 A. halophyticaの培養

液のNaCI捜度を増加させると、急速なNa+イオンの

取込みとそれに続く、 K+イオンの蓄積、最後にベ

タインの合成が生じる。培養液のNaCI漉度を急激

に減少させるとベタイン漉度も減少する。この減

少には、ベタイン・ホモシステインメチル転移酵素

が関与している。今回、 A. halophyticaはの塩スト

レス防御におけるNa+/H+アンチポーターの役割の

解明を目指しNa+/H+アンチポーター遺伝子の単離

を試みた。 A. halophyticaのゲノムライブラリーを

大腸菌のアンチポーター欠損株を用いて相補実験

を試みたが遺伝子は単離できなかった。 PCR法を

用いて遺伝子の単離を試みた。これらの結果につ

いて報告する。

S449 

ヨシWトランスポーター (PcHAK)cDNAの単障と
機能解析

直掻章_.長岡修一，高野哲夫(東大・アジアセン

ター)

ヨシ (Phragmitescommunis)は河口のような汽

水域から河川敷のような淡水域まで、様々な立地に

分布している野生植物であり、中国の塩類集積地に

もその分布が認められている.塩類集積地(塩池，

南皮)に自生しているヨシは、河川敷(宇都宮)に

自生しているものに比べて、土壊中のNaCI温度が2

倍以上の条件下でも生育することが確認されており、

両者を比較することは中生植物の耐塩性メカニズム

を探る手がかかりになると考えられる.

そこで本研究は、 Na+の流入およびrとの選択性
に関与していると考えられるK+トランスポーターに

着目し、各地場のヨシの根からHAKタイプrトラン
スポーターcDNA(PcHAK cDNA)を単離した。

発現解析を行ったところ、 K+を含まない養液で生

育させたものよりもコントロールの方が発現量が多

く、 NaCI存在下では地域間で異なる発現パターンを

示した。

続いてK+トランスポーターを欠失させた酵母に

PcHAIくを導入し、 K+の吸収特性を調べた。



S450 

アルミニウム耐性タバコ培養細胞株における脂質過

酸化抑制機構の解析ーグルタチオンペルオキシダー

ゼ(GPx)とグルタチオン-S-トランスフエラーゼ

(GST)について
山口雪子¥山本洋子田中宏明松本英明2(1岡山短

天7商宙大・資生研)

タバコ培養細胞SL株より分離されたアルミニウム
(AI)耐性株ALT107は、種々の指質過酸化読発剤に耐

性を示す。 ALT107株の示す高い脂質過酸化抑制能

に関わる酵素として、 GPx活性を見い出している。

ALT107株のGPx活性は、過酸化水素(HP)を基質と

した場合、動物のGPxと同様にモノヨード酢酸やメ

ルカプトコハク酸により阻害された。さらに、陰イ
オンクロマトグラフィーによる分画によって、

Aし了107株のGPx活性は、 H202を基質とするものと、

リノール酸ヒドロペルオキシド(しOOH)を基質とする

ものとに分かれること、しOOHを基質とするものは

GST活性と共に溶出するGSTのアイソザイムの一つ
である可能性を見い出した。このように、 ALT107
株では、親株に比べ2種類のGPx酵素の活性を高める

ことにより高い脂質過酸化耐性を獲得していると考

えられる。

S451 

シロイヌナズナ匪軸カルスのアクティベーションタグ

ラインの作製と耐凍性に関わる突然変異体の分隊

国返益圃1、2、大坪繭子l、和田元1 (1九大院・理・

生物、 2生研機構基礎研究推進事業)

シロイヌナズナを低温処理(2'(:・明・ 5日間)する

と糖やプロリン、適合溶質等を蓄積し耐凍性が付与され

ることが知られている(低温馴化)。本研究では、低温

馴化に関わっている遺伝子をクローニングすることを目

的として、耐凍性が向上したシロイヌナズナ突然変異体

をアクティベーションタギング法を用いて分隊したので

報告する。 35Sプロモーターのエンハンサーを備えたベ

クターp陀 VIC&叫HPfを使って約33，1仰の匪軸カルス

を形質転換し、アクティベーションタグラインを作製し

た。未馴化の野生株のシロイヌナズナ旺軸カルスは

-2O'C凍結により完全に死滅するのに対し、思"化カルス

では約 5%が生き残った。そこで、ラインの中から低温

馴化させなくても高い耐凍性を示すラインを分離するた

めに、ラインをいきなり-2O'Cで凍結しても生き残るラ

インをスクリーニングした。その結果、耐凍性が向上し

た突然変異体を80ライン分離することが出来た。
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S452 

冬小麦WAS-3aタンパク質の雪腐れ病菌への効果

盈犀量王、竹津大輔、藤川清三1、荒川圭太(北海道

大・低温研、 1北海道大院・農)

冬小麦の低温馴化過程で蓄積する病原菌関連タンパ

ク質の雪腐れ病菌抵抗性における役割を明らかにする

ために、私達は、低温馴化によってアポプラストに蓄

積する抗菌性タウマチン様タンパク質WAS-3aの解析

を行っている。異なる分類群に属する雪腐れ病菌に対

するWAS-3aの抗菌作用を調べたところ、

Michrodochium n1va1eの菌糸の成長を阻害したが、
刀rphulaspp.やSc1eotin1aborea1isに対する阻害効果
は見られなかった。これらの雪腐れ病菌は異なる細胞

壁成分を持つことから、菌から調製した細胞壁と

WAS-3aの親和性を調べたところ、属によって親和性

に差が認められた。これらの結果をふまえて、 WAS-

3aの抗菌活性と雪腐れ病菌の細胞壁に対する親和性と

の関係について考察する。

S453 

凍結耐性におけるグリシンベタインの役割:

形質転換植物を用いたアプローチ

盟主)盈， Zoran JEKNIC1， Raweewan 

YUWANSIRI1， Tony H.H. CHEN1，村由紀夫

(基生研， 10regon State Univ.) 

私たちは以前に細菌由来のコリンオキシダーゼ遺

伝子 (codA)の導入がアラビドプシスに適合溶質グ

リシンベタイン (GB)の合成能を付与するとともに

その凍結耐性を増強することを報告した¥凍結耐性

における GBの役割を明らかにすることを目的に，

葉緑体，細胞質，あるいはその両コンパートメント

でベタインを産出する形質転換アラビドプシスを作

出した.またプロリンを過剰生産し恒常的に凍結耐

性であるアラビドプシスの eskimo1変異株にも

codA遺伝子を導入し.GBを蓄積する本変異株の形

質転換植物を得た.これらの形質転換アラビドプシ

スの凍結耐性をー GBの蓄積量および細胞内局在

性暗またGBによる凍結耐性の増強に対する

eskimo1変異の影響と関連づけて議論する.

合Sakamotoet al. (2000) Plant J. 22: 449・453.



S454 

植物型 Coldshock pro旬in(Csp)の構造と低温思11化における

機能

中南健太郎1.2、豊増知伸¥今井亮三('山形大・農、

2農水省・北海道般試)

コムギをはじめとする越冬性植物では、長期間の低温処理

により高度な耐凍性を獲得する低温馴化現象が知られている。

しかし、低温馴化発現の分子機構に関しては不明な点が多い。

大腸菌など原核生物では、低温ショックにより誘導される一

群の Coldshock protein (Csp)の存在が知られている。これら

は、一本鎖DNAまたはRNAに結合し、転写因子または RNA

シャペロンとしての機能が推定されている。

今回、我々は冬コムギの低温場11化クラウン組織より、大腸

菌の cspAときわめて相向性の高いクローン (wcspl)を単離

した。 wcsplは142アミノ酸をコードし、 N末端側はCsp及

び Y-boxタンパク質の RNAIDNA結合ドメインと相同性の

高い部分を持ち、 C末端側は RNA結合タンパク質に多く見

られる Gly-rich領域からなっている。 wcsplの低温恩11化過程

における誘導を調べたところ、低温処理 3日目までに顕著な

発現が見られ、その後、高度な耐凍性を獲得する 14日固ま

でそのレベルは維持された。詳細な発現解析及び機能解析に

ついても併せて報告する.

S455 

季節的低温馴化過程でクワ皮層柔細胞に蓄積す
る18kD細胞内PRタンパク質
主握箆卑1.3・竹津大輔2・荒川圭太2・藤川清三3
(1生研機構、 2北海道大・低温研、 3北海道大・
院農)

クワ皮層柔細胞から抽出した可溶性画分をSDS-
PAGEで解析したところ、季節的低温恩11化過程
と並行して蓄積する18kDの分子サイズをもっポ
リペプチドバンドの存在が明らかとなった。こ
のポリペプチドはpI5.0付近の等電点を有し、少
なくとも2つのisoformが存在する。これらのポ
リペプチドは80%飽和硫安処理しでも塩析され
ず、この可溶性画分を疎水性カラムで分画する
ことにより容易に精製された。特異抗体を用い
た免疫プロットにより、 18kDタンパク質の冬季
特異的な蓄積が確認された。抗体スクリーニン
グ法により得られたcDNAは細胞内PRタンパク
質と高い相向性を持つことが明らかとなった。
18kDタンパク質の冬季特異的な蓄積と、クワ皮
層柔細胞における耐凍性獲得の関係について議
論する。
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S456 

ディファレンシャルディスプレイを用いたレンゲ

ツツジの耐凍性に関与する遺伝子の単離

中村敏英1，2 西尾直美1，2 石川雅也1 (1庫業生物資

源研究所・植物保存 2生研機構)

越冬植物は、気温が低下するにつれて徐々に耐

凍性を獲得(低温馴化)する。我々は耐凍性機構

を解明するために、低温国iI化の初期過程で発現す

る遺伝子の単離を行った。

レンゲツツジの内鱗片を用いて低温馴化特異的

に発現鶴導される遺伝子をディファレンシャルディ

スプレイ法によって探索した。 480種のRAPDプ

ライマーを用いて探索し、これまでに137クロー

ンを単離した。単離した遺伝子の塩基配列を決定

し、ホモロジー検索を行った結果、そのほとんど

が機能不明なタンパク質をコードしていた.

現在、単離した遺伝子の発現様式について解析

を進めている。

S457 

低温誘導性rbpAl遺伝子の5'非翻訳領域に結合す
るタンパク質の解析

園山恭才ii佐藤直樹(埼玉大・理・分子生物)

シアノバクテリアAnabaenavariabilis M3株に
は、 9f固のRNArecognition motifタイプのRNA
結合タンパク質遺伝子(rbp遺伝子)が存在する。
その内の1つのrbpAl遺伝子は、低温誘導性であ
り、 5・非翻訳領域(5・-UTR)には特徴的な4つの保

存領域が存在する。ゲルシフト解析の結果、この

5'-UTRのDNA塩基配列には結合するタンパク質

が存在し、生育温度の違いにより結合するタンパ

ク質複合体が異なる事が解った。高温条件で培養

した細胞から5'一UTRに結合するタンパク質複合

体を精製し、 2種のタンパク質のN末端配列を同

定した。それらは、 SSBタンパク質と新規タンパ
ク質CRRタンパク質であった。大腸菌で発現し得

られたCRRタンパク質は、 DNAとの結合性を示

した。現在このタンパク質がrbpAl遺伝子の転写
調節にどのように関わるかを遺伝子破嬢株等の作

成により解析している。




